


平成 21 年度から 28 年度にかけては、1.5

～2.1ng/m³の範囲で推移しており、指針値

40ng/m³以下となっています（図 1）。 

 

※指針値：有害性評価に係るデータの科学的信頼

性において制約がある場合も含めて検討された

環境中の有害大気汚染物質による健康リスクの

低減を図るための指針となる数値です。 

 

立入検査の実施 

県内にも排出基準が定められる予定の施

設があり、これらの施設が排出基準を満足

しているか確認するために、県内 9 箇所に

ある地域防災総合事務所・地域活性化局環

境室（以下、環境室）の職員が立入検査を

実施する予定です。 

保健環境研究所の役割 

当研究所では、試料採取を伴う立入検査

において、環境室と連係し、試料の採取か

ら分析結果の報告までを分担しており、水

銀についても平成 30 年度から実施する予

定です。 

水銀の採取と分析方法 

排ガス中の水銀は、ガスと粒子の 2 つの

状態で存在するため、公定法に基づき、状

態毎に異なる採取と分析を行います。 

ガス状水銀は、煙道に設けられている測

定孔にテフロン製の採取管を挿入し、ポン

プで吸引することにより、捕集瓶にある吸 

 

 

 

 

 

 

 

 

収液に捕集します。また、粒子状水銀は、

煙道内の排ガスの速度と同じ速さで吸引し

ながら、円筒型のろ紙に捕集します。 

捕集した試料は、それぞれ定められた方

法で前処理を行い、その後、還元気化-原子

吸光法による水銀分析装置（図 2）で測定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 水銀分析装置 

分析結果の利用方法 

分析結果は、県環境生活部及び各環境室

に提供することにより、県内の大気環境保

全の推進や事業者への排出規制のために利

用されています。 

今後の取り組み 

保健環境研究所では、迅速で正確な分析

結果を提供するために、今後も採取方法や

分析方法について引き続き検討を行い、大

気環境保全の推進に寄与していきます。 

 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

  〒512-1211 三重県四日市市桜町3684－11  TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 

  E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hokan@pref.mie.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.pref.mie.lg.jp/hokan/hp/index.htm 

  三重県感染症情報センターホームページ   http://www.kenkou.pref.mie.jp/ 

 

 

 

 


